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   ＜あらまし＞ 本研究では、園と保護者が連携し、パートナーシップの関係性を構築するためのポ

ートフォリオを開発することを念頭に、設計要件を導くための予備調査を行う。既に写真を共有する

システムを利用している教諭と保護者へインタビューを行い、その結果、パートナーシップの構築の

ために、保育者と保護者の互いの専門的知識を提供し合う方法が課題として挙げられた。 

 

    ＜キーワード＞  e ポートフォリオ・システム開発・幼稚園／保育園・保護者連携 
 
１．はじめに 

核家族化や地域社会のつながりの希薄化を背

景とした家庭教育の困難な状況が指摘され、文部

科学省では、「家庭教育支援チーム」による保護

者への学習機会や相談対応の取組を推進してい

る。また、保育所に預ける子どもの低年齢化、長

時間化に伴い、保護者の養育力の向上につながる

支援が求められ、保育所保育指針では、保護者支

援を重要な役割として位置づけている。 
OECD（2012）は、保育の質を高める上での

重要な政策課題の１つとして、「家族や地域の参

画」を挙げている。日本では、親は保育サービス

の利用者、支援の対象とみなされ、よって保育の

質は保育者によって決まると考えられる傾向が

あるが、OECD は親をパートナーと位置づける

ことで、親の力を保育の質の改善に約立てる可能

性があることを指摘している。 
では、そのような参画はどのように実現可能な

のだろうか。全米乳幼児教育協会では、親をパー

トナーと位置づけ、家族が参画する保育の実現を

目指すテキストを作成している（KEYSER 
2017）。パートナーシップとは、同等の関係であ

ると同時に、全く同じ役割を担うのではない、子

どもの成長、学習、発達に相補的だが異なる貢献

をすることが理想としている。パートナーシップ

では、相手方の視点を理解し、双方向コミュニケ

ーションを行い、重要な決定について相談し、意

見の相違を尊重して作業することとしている。相

違を認め合いながらの作業が、関係の信頼を高め、

新しい発見の可能性を広げることに繋がるとい

う。さらに、そのような関係性構築のために、テ

クノロジーの重要な役割について言及しており、

双方向コミュニケーション、意思決定のためのデ

ータの収集と共有、コミュニケーションスタイル

の多様化を可能にするツール、およびサポートネ

ットワークを構築するため多くのアクセス可能

な手段を提供するとしている。 
 

２．本研究の目的 

本研究では、園と保護者が連携し、パートナー

シップの関係性を構築するためのポートフォリ

オ（図 1）を開発することを念頭に、設計要件を

導くための予備調査を行うことを目的とする。 
具体的には、「i アルバム」システムを導入してい

る幼稚園を対象に予備調査を行う。「i アルバム」

は 2000 年に 3 クラスで試行、2001 年から全ク

ラスで導入された写真を共有するシステムで、

「子どもに関する情報の共有」や「子ども像の共

有」などの重要なやり取りが行われている。本園

でシステムを利用している教諭と保護者の両側

からインタビューを行うことで、パートナーシッ

プに寄与する点と課題を明らかにすることによ

り、園と保護者のパートナーシップ構築のための

ポートフォリオ開発要件を導き出すこととする。 

- 819 -

日本教育工学会　第34回全国大会



保育者

（保育園）

図１：子どもの学びを共有する家庭と園との連携の全体像
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３．予備調査１ 

20017 年 8 月に、教員歴から新人・中堅・ベテ

ランの 3 名幼稚園教諭を抽出し、半構造化インタ

ビューを行った。発話データから、「記録する行

為から先生のリフレクションへ」、「保護者への連

絡から保護者との密なコミュニケーションへ」と

繋がる様子が伺えた。教員歴による差も見られ、

新人教員には過去の蓄積がカリキュラム実践へ

の予習教材となること、中堅教員にとっては後輩

への指導のツールとなっていること、ベテラン教

員にとっては、i アルバムを通して保護者との関

係性を構築している園全体の特徴についての言

及があった。共通の課題として、保護者へ「何を

伝えるか」が重要と感じており、伝達文章の産出

へ困難を感じているという点が挙げられていた。 
 

４．予備調査２ 

日々、育児と仕事の両立で忙しい保護者にとっ

て、保育園であれば連絡帳のやり取り、幼稚園で

あれば園業務への参加が負担となっているとい

う問題もある。しかし、共に育てるパートナーと

して、子どもの発達や教育に対して、保護者が視

点を獲得することは、子どものその後の学業的成

功と社会情緒的発展に強く関わっているという

（KEYSER 2017）。そこで、i アルバムから提供

される情報からどのような影響があるのか、保護

者にとって何がハードルとなっているのかを調

査するために、年少・年中・年長の保護者を対象

に半構造化インタビューを行う。 
 

５．考察と今後の課題 

保育者と保護者がお互い尊敬し合うという関

係性は、子どもの対人関係の基盤モデルになり、

学びにとって重要な情動的な環境となるという。

そのような関係性構築のために、子どもの成長記

録を蓄積でき、保育者と保護者が非同期でつなが

ることができるネットワークを介したポートフ

ォリオ共有には、連携の可能性があることが分か

った。いっぽうで、パートナーシップの関係性を

築くためには、次の課題があると考える。 
保育者側からは、子どもの現段階で抱える課題

に対し、教育の専門家として発達段階や教授方法、

パースペクティブで看取る視点を提供するとこ

ろまでには至っていない。一方保護者側は、園で

の保育をヒントに子どもの苦手なことを家庭で

も継続して克服するような事例は見られたもの

の、家庭における育児スタイル、教育・学習・規

律に対する信念、子どもを取り巻く重要な人々と

の関係、家庭における子どもの気質・特徴・癖な

どが、保育者の保育実践における判断のための貴

重な情報になることを意識していない。 
 上記の課題に対しては、子どもの成長を読み取

ることのできるアセスメント項目を e ポートフ

ォリオの機能で提供し、保護者自身が子どもの発

達段階について意識することを促すことが有効

であると考える。保育者が項目を提供することで、

文章では伝えきれない全体像を保護者に認識し

てもらう効果があると考える。さらに、提供され

た写真を用いて親子が対話しながら Digital 
Storytelling を行い、保育の場の意味生成の活動

を行える機能を組み込むことでポジティブな視

点を獲得するのに有効であると考える。 
 今後は、それらの機能をさらに検討し、パート

ナーシップ構築につながる園と保護者の連携シ

ステムを開発するとともに、その効果を検証して

いく予定である。 
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